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１、２０１５ＰＪの全体統括と２０２５ＰＪに向けて 

 

（１） はじめに 

 

本協会は、黎明期、草創期における協会関係者、指導者のたゆまぬ労苦により歴史

を刻み、８０数年に及ぶ伝統を誇り、各地区並びに各種連盟を基盤として、キッズからシ

ニア、女子、フットサルに至るまで各種別にわたって普及発展を遂げ、競技力の向上に

努めてきた。 

  特に近年においては、平成１０年（１９９８年）の財団法人化にはじまり、２００２ＦＩＦＡワー

ルドカップ日韓大会札幌開催、北海道フットボールセンター（協会事務所）の設置、札幌

サッカーアミューズメントパークの建設、北海道トレーニングハウス「夢きたれ」の建設、

公益財団法人化の実現など、社会的にも重要な責務を有している。 

   また、ＪＦＡより都道府県チャートが２０１２年に完全版として発行された。この都道府

県協会チャートは格付け・評価するためだけでなく、ＪＦＡ並びに４７ＦＡの理念・ビジョ

ン・目標を具現化するため、また、４７ＦＡの総合力、特色を伸ばすための資料として出さ

れたものである。本協会は総合チャートで８位となり、４つの部門別では、 

① 〈基盤〉４７ＦＡの状況を示す（組織・人材、財政・施設）             第 ２位 

② 〈普及〉４７ＦＡのサッカーファミリーの拡大を示す（登録、支援制度活用度）第 ２位 

③ 〈強化〉４７ＦＡの競技力の向上を示す（代表選手、チーム成績）       第１７位 

④ 〈運営〉４７ＦＡの競技会運営状況を示す（ＪＦＡ代表戦、全国大会主管）  第１２位 

  となっている。基盤、普及の面で２位と高評価を得ているが、日本代表選手の輩出、全

国大会上位進出、全国大会運営等によりいっそう取り組まなければならない。 

 

（２） 「２１世紀８戦術アクションプラン」→「２０１５プロジェクト」へ 

 

  ２００１年（平成１３年）に北海道のサッカーファミリー拡大を目標に掲げて「２１世紀８戦

術アクションプラン」を立ち上げ、サッカーファミリーの拡大をメーンに据えて以下の３点

に取組み、登録数の増加などの効果をあげた。  

  ○普及拡大 ～４種・１種の登録拡大、フットサルの普及、女子サッカーの普及 

  ○事業見直し～各種大会の創設、指導者の養成 

  ○基盤整備 ～協会組織の活性化、協会財政基盤の確立、市長村協会の拡充 

  その後、２００２年ＦＩＦＡワールドカップ日韓大会の成功を経て同アクションプランを発展

的に解消し、「ポストワールドカップ」として、「ＨＦＡの理念」、「ＨＦＡのビジョン」「ＨＦＡの

約束２０１５」「ＨＦＡの約束２０５０」のもと、２００６年に本協会の中枢をなすものとして「２０

１５プロジェクト本部」を創設した。２０１５ＰＪの一つ一つの実現が本協会の発展につなが

るものと確信し様々なアクションを試みてきた。 
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（３） ２０１５ＰＪの現状（成果と課題） 

  

 本プロジェクトの中心課題となっているサッカーファミリー拡大において、キッズからシ

ニアまでの取組み等により、チーム数はやや減少しているものの個人登録数がここ数年

増加し、全国的に見てもチーム、個人登録数は４７都道府県中第３位を占めている。エス

ポラーダ北海道のＦリーグ参入が実現し、女子においてもチャレンジリーグ参入で今後

のなでしこリーグへの挑戦に期待がかかっている。また、ユース世代や女子、フットサル

等のカテゴリーにおいて毎年複数の日本代表選手を輩出し、全国大会においてもフット

サルやユース世代などでベスト４以内の活躍が見られる。 

  サッカーファミリー拡大において、各地区協会並びに各種連盟による「ファミリー拡大実

務担当者会議」を開催し、具体的な手立てによりファミリー拡大に至った報告等がなされ、

互いのよい事例を参考としながらできるところから実践することにより、少子高齢化、学

校の統廃合等の厳しい状況の中で現状維持または個人登録数の増加にもつながってい

る。また、北海道の広域性を考慮し５ブロック体制（札幌、道央、道南、道東、道北）の確

立により組織の見直し、改善を図り、各種別リーグ戦、トレセン活動の充実によりファミリ

ー拡大への努力がなされてきた。 

  周りを取り巻くサッカーファミリーについては、数年にわたり２５万人を推移し、２５万人

構想が実現しているとおさえることができる。これは、本協会、各地区協会、各種連盟役

員、指導者等が「ファミリー拡大」を常に意識し、拡大への努力を続けてきた成果と考え

る。今後は「３５万人構想」と目標設定が上がるが、日本代表やＪリーグ人気に依存する

だけでなく、北海道のサッカー環境の整備や魅力ある大会の開催、リーグ戦文化の定着

等やさらにサッカーへの関心を高めていくことが大切である。 

 

☆２０１５ＰＪの成果 

○サッカーファミリーへの啓発、また、地区協会、各種連盟並びに役員等の意識化

により一定の歯止めをかけ周りを取り巻くサッカーファミリー２５万人構想が実現で

きた。地区協会並びに各種連盟による実務担当者会議の継続が必要である。 

○「アクションのないところに成果なし」様々なアクションにより各部門で若干の温度

差があるが着実な成果を大切にしたい。 

（各部門の調査結果並びに報告参照） 

 

☆２０１５ＰＪの課題 

   ○周りを取り巻くサッカーファミリーの定義及びカウント方法が的確であったかの見直

し、改善を図っていく必要がある。 

   ○２０１５ＰＪ本部の構成員については本協会の若手や女性の発想をより生かすことや、

協会役員以外からサッカーに理解を示す学識経験者並びに企業関係者等の意見

も取り入れたい。競技力の更なる向上とともに、資金面の援助が重要である。 

   ○本ＰＪへの理解をサッカー関係者のみならず、サッカーを愛する一般サポーターへ

の啓発を図るためにホームページ等の広報活動が必要である。 
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（４） ２０１５ＰＪから２０２５ＰＪへの継続と発展 

 

２０１５ＰＪとした推進してきたものを、現状と課題を整理し的確に総括した上で、２０１６

年からの２０２５ＰＪが円滑にスタートできるようにする。 

２０１５年２月に示された「短期・中期・長期ビジョン」で２０１６年～２０２５年(１０年間)で

なすべきビジョンとして、以下の８点があげられている。 

 

（１）北海道サッカーファミリー３５万人  

（２）道民チーム「コンサドーレ札幌」のＪ１定着と優勝 

（３）道民チーム「エスポラーダ北海道」の上位定着と優勝 

（４）日本代表・オリンピック代表選手輩出 

（５）北海道代表チームの全国上位進出 

（６）なでしこリーグチームの加盟育成 

（７）ＪＦＬチームの加盟育成   

（８）スポーツ医科学に関する取組み 

 

８部門の中には、実現しつつあるもの、まだ実現の見通しの立たないもの、また、協会

として側面的支援にとどまるものなどがあるが、それらを整理した上で推進していかなけ

ればならない。本ＰＪとして、改めて部門ごとの短期目標（２０１６年～２０１８年の３年間）、

中期目標（２０１９～２０２２年の４年間）、長期目標（２０２３～２０２５年の３年間）を別途設

定し、目標達成を目指していく。 

また、本協会はその広域性を考慮して、５ブロック体制を構築しサッカーファミリーの

拡大や各地区協会並びに各種連盟の組織の充実、各カテゴリーにおけるトレセン活動、

リーグ戦文化の定着化を図ってきた。本ＰＪにおいてもその内容について更なる工夫改

善を図ることが求められる。 

さらに、プレーヤーズファーストの観点からサッカー協会の大きな使命である「豊かな

サッカー環境」の面から、天然芝、人工芝の更なる整備拡大が必要である。そして、半年

間も冬期間雪に閉ざされる本道の現状を考えると全天候型の屋内競技場の建設が求め

られ、関係機関との連携を図りながらその実現に向けて取り組んでいく。 

今後の進め方について、具体的な手立て、アクションの方法等については２０２５ＰＪに

ゆだねることになり、即効性のある特効薬となるものはなかなか見つかりにくい面がある

が、以下に２０２５ＰＪの各部門の現状、目標、重点施策を設定した。各部門が達成でき

るよう、さらに英知を結集しあらゆる角度から前向きな努力、工夫を続けていくことにより

２０２５ＰＪをさらに進化させていきたい。 

  

 

 

  

 


